
潜在的能力から共通の運命へ

浜 野 研 三

本論文 は出生前診 断後の選択 的中絶 や尊厳 死 な ど様 々 な生命倫 理の 問題 を考 える際 に

直 ちに問 題 となる 道徳哲 学の根本 に関 わる 問題 につい て、 コー ラ ・ダイア モ ン ド(Cora

Diamond)の 諸論文 に触発 された立場 か ら一 つの可 能なア プローチ を提 出す る試 みであ る

(1)
。そのた め、 中絶 問題 を巡 る議論 を例 にと り、それ らの理論 を論 じつつ当の アプロー

チの 内容 と意義 を説明 す る。論述の順序 は以 下の通 りであ る。 まず、 中絶 問題 に関わる

パ ーソ ン論 の議論 と、 そ れに対 す る胎児 の潜在 的 能力 の存 在 に依 拠 す る議論 を素描 する

(2)
。その際 、後 者の批 判の際 に よく用い られる ファイ ンバ ーグ(JoelFeinberg)の 批判 を紹

介す る と共 に、 ファ イ ンバ ーグの反論の不 十分 さを指摘 し、潜在 能力 概念 を用 いた議論

が、 ファイ ンバ ーグが提 出 した ような 単純 な議論 に よっては退 け られない こ とを示 す(3)

。次 に、 潜 在 能力 概念 を用い た 議論 の より明確 の 展 開 さ れ た もの と して シュ オ ルッ

(Schwartz)の 立場 を紹介 す る(4)。そ して、潜在 能力概 念 を用 いた立場が パ ーソ ン論 に優 越

しなが らも結 局 同様 の根本 的 問題 点 を共有 してい るこ とを指 摘す る。その問題 点 とは何

よりもそ れ らを支 える 道徳的思考 内容の不十 分 さ、 よ り端 的 に言 えば、貧困 さであ る。

実際、 中絶 の是 非 に関 わる上記 の議論の批判 は直ち に、 道徳 的態 度の基 盤 とい う道徳哲

学 の根 幹 に関わる問題 に向か わざる を得 ない。 そ して、 その問題 に関する ダイアモ ン ド

の立場 を説 明 しつつ 、パ ー ソン論 的立場の貧 困 さを明 らかに し、 同時 に、生命倫 理の議

論 を どの ような方向 に導 くべ きかについ て一つの明確 な方向 を示す 。

まず、中絶 の是 非 を 巡る論争の 中で提 出され たいわ ゆるパ ー ソ ン論 とそれへ の反 論 と

しての潜 在 的能力 を基盤 とす る議論 の素描 である。

1-中 絶の是 非論争 にお ける 「パー ソン」概念

周知 の ように中絶の 是非 を巡 る論争 の中で 、 中絶賛 成派の 中か ら 「パ ーソ ン」概念 を

用い た一連の 中絶 容認 の議論 が提 出 された、 その様 な議論 には細 部 にお いて多 くの相 違
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が存在 す るが 、それ らに共 通す る基本 的 な内容 は以下の ような もの であ る。

a.人間 とい う概 念 に は、ホモ ・サ ピエ ンス とい う生物学 的 な種 を表す概 念 で ある 「ヒ

ト」概 念 と非生物学 的な 「パ ーソ ン」概念 とい う両義性 が存 在す る。

b道 徳 的な思考で 重要 な役割 を果 たすの は単 な る生物学 的な概念 で ある ヒ ト概念 では

な く 「パ ーソ ン」 概念 である。具体 的 に は、 た とえ ば、生命 へ の権利 を有す る と正

当に認め られる もの は ヒ トで はな くパ ー ソンである。ホ モ ・サ ピエ ンス とい う単 に

一つの生物学 的 な種 に属 する こ とは道徳 的 に意 味のあ るこ とでは ない。その よ うな

単 なる生物学 的事 実 に道徳的 な重要性 を付 与す る ことは、 人 間が正 当な理 由な しに

自己の固有 の属 性 に道徳 的な意味 を付 与 す るこ とであ り、人 種 差別主義 と同様 の意

味 で、種差別 主義(speciesism)と呼 ば ざるを得 ない。

c.「パ ーソ ン」概念 は 自己 意識 、過 去 ・現在 ・未来 とい う時間意 識等 の基 本 的 な概念

的思考 能力 を持つ存 在 にのみ正 しく適用 され る。 したが って 、 ヒ トの中に もパ ー ソ

ンでない もの も存 在す る し、逆 にヒ トで ない ものの中 にもパ ーソ ンである ものが存

在 し得 る。す なわ ち、人 間の胎 児 は明 らか にヒ トであ り人 間 であ るが 、上記の 能力

を持 たな いの でパ ーソンでは な く、他 方 、 も しチ ンパ ンジーが 上記 の能力 を持 って

いる ことが確 認 されれば、チ ンパ ンジ ーはパ ー ソンである ことになる。

d.したが って、 ヒ トであ りかつ パ ーソ ンで ある 人間の生命 を抹殺 す るこ とは道徳 的に

許 されな いが 、 ヒ トで はあるがパ ーソ ンでは ない胎児 の生命 を抹 殺す る ことは許 さ

れる。

この よう にパ ーソ ン論は 中絶 の是 非 を巡る論 争の 中で中絶擁i護のための議論 と して提

出 され一定 の役割 を果 た した のであ る。 この ようなパ ー ソン論の 議論 に対 して多 くの批

判が なされたが、最 近 のア メ リカでの脳死概 念 を巡 る議論 を見 て みる と、一 定の理性 的

能力 の存在 を以て 道徳 的位置 の指標 と し、そ の ような能力 の有無 に よっ てそ の存在 に対

する道徳 的態度の必 要性 の有無 を決 定 しよう とす る態度 が根 強 く存在 してい る ことが分

かる。そ の意味でパ ー ソン論 的ア プローチ の批 判 は終 わってい る どころかい よい よそ の

重要性 を増 して いる と言わ ざるを得 ない。

2.潜 在 的能力概念 を用 いてのパ ーソ ン論批判 に関す る

ファイ ンバ-グ による批判
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』中絶論争
にお けるパ ー ソン論 的ア プローチ に対 して は様 々な反 論が な されたが、そ の

典型 的 な ものの一 つが、潜在 的能力概念 を用いた反論 である。 その様 な立場 に対 して ファ

イ ンバ ーグが その後 よ く用い られる ようにな った反論 を提 出 して いる。その基本 的 な内

容 を次 に素描 す る。 ま ず、 ファイ ンバー グに よる潜在 的能力概 念 に基 づ く立場 の定式 を

述べ る。 この定式 は潜 在 的能力概念 に基づ く立場の よ り洗練 された型 の もの の定式で あ

る。

a胎 児 は確 か にパー ソン論者 が道 徳 的考慮 の対 象 である こ とを示 す指標 とする能力 を

持 っていないが 、胎児 は通常 の状況下 に おいて は自然 な発達 過程 を経 てパ ー ソン と

な る潜在 能力 を有 してお り、その意味 で潜在 的 にではあ るが 当の能力 を持 ち、潜在

的 にパ ー ソン と言 って もよい。そ して、発 達が進 むにつれ て次第 に よ り高 く大 きな

道徳 的位 置 を占め るようになる。

b.胎児 は潜在 的パ ー ソン として 、弱め られた形 であれ、パ ー ソンが有す る権 利や道徳

的位置 を反映 した道徳 的考慮 の対象 としての位置 を持 っている。

C.したがって、胎児 の生命 を抹殺 す るこ とは道徳 的に許 されず、 中絶 も許 され ない。

この ような議論 に対 しては ファイ ンバー グは単 純 な論理 的反論 が可能 である と述べ る。

彼 は、 「潜在 的な アメ リカ大統領 はその こ とを根 拠 と して軍の最 高司令 官で ある ことに

はな らない 。」 とい うベ ン(StanleyBelm)の 言 葉 を引用 しそれ を 「潜在 的能力 に関す る論

理 的論 点」 と呼 んでい る(5)。こ こで彼が 論理 的 とい う のは、潜在 的 能力 とそ の現 実態 と

間には明 らか に論 理 的 ギ ャップが ある とい う論理 的事実 に依拠 した論 点であ るか らで あ

る。そ して 、 この論点 が上記の立場 にも妥 当 し、漸進的 にパ ー ソ ンに近い存 在 である事

実 か らパー ソ ンが有す る権 利のい わば弱め られた形での権利 をそ の存在 が有す る とい う

推論 は妥当 しない と結 論す る。 しか し、 この結論 を導 くために彼 が提 出 した議論 は単 に

一つ の例 を採 り上げ て そこか ら一気 に結 論 を導 くとい う粗 い もの であ り説得力 を持 た な

い。 それ どころか、後 に述 べ るよう に、そ の例 は潜在 的 能力 を用 いた立 場 を強化 するた

めに使 用出来 るので あ る。その例 とは、1930年 のジ ミー ・カ ーターは確 か に潜在 的

なアメ リカ大統領 で あ り、 フランク リン ・ル ーズベル トは同様 に潜在 的アメ リカ大 統領

であるが、2年 後 の1932年 に大統領 にな るルーズベ ル トの:場合 は カー ターよ りもよ

一81一



り強 い意 味で潜在 的な大統領 という ことが 出来 るが、結 局カー ター もルーズベ ル ト共 に、

現 実の大統領 が持つ て いる実 際の大統領権 限 を持た ないこ とで は変 わる ところがない 、

とい う事実 であ る。 この ことか らファインバ ー グは潜在 的能力 の漸次 的実現 とい う事実

を踏 まえた よ り洗練 された潜在 的能力概念 を用 いた立場 も中絶反 対派 に彼等 が望む結論

を もた らさない、 と結 論す るのであ る。 この ファインバ ー グの議 論 は上 に も述 べた よ う

に粗 い ものであ り、そ れが潜在 的な能力概念 を用い た議論 に対す る批 判の定石 となって

い るの は不 思議 である と言 って よい。次 にそ の ファイ ンバー グの議論 の批判 を述べ、 よ

り根本 的な批判へ の準備 とする。

3.潜 在 的能 力概 念の有効性-フ ァイ ンバ-グ の批判の不十 分 さ

ファイ ンバ ーグの批 判 は一 つの誤 った前提 に立 ってい る。そ の 前提 とは、潜在 的能力

概念 に基 づ く立場 は現 実のパ ー ソンが持 って い る権利 や権限の す べて を潜在 的パ ー ソン

も弱 め られ た形で はあれ持っ ている と主張 してい る、 とい う前提で ある。そ う考 えね ば、

ファイ ンバ ーグやベ ンが全 軍の最 高 司令 官 と しての権 限 などの少 数の例 か ら直 ちに潜在

的能力概念 を用 いた ア プローチ を退 けてい る事実 を説明す るこ とは出来 ない。 しか し、

そ の様 な前提 は当の ア プローチ にとって不可 欠 な もので はない。 た とえば、1992年

9月 アメ リカ大統 領候 補者 であ った ク リン トンは確 か に様 々な大 統領 特権 を持 ってはい

なかった。 アメ リカの 陸海 空軍の最 高司令官 と しての権限 は現 実 の大統領 であ ったブ ッ

シュに属 していたの で ある。 しか し、大 統領 候補者 であ ったク リ ン トンにその事実 に基

づ く何 らかの特 権が付 与 されてい なかったか とい うとそ うではな い。た とえ ば、ク リン

トンには身辺警 護がつ いたが、そ れは まさに彼が 大統領候補者 で あ るこ と、す なわち潜

在 的大統領 である こ とか ら可能 になったの で ある。そ こでは大統 領の職務 の重要 さに応

じた権利が潜在 的大統 領 に付与 されてい るの である。権利 では ないが 、他の候補者 と共

に全米 に向けたTV討 論会 に招待 されそ こで自 らの意見 を述べ る機会 を与え られ るの も、

まさにクリ ン トンが潜 在 的大統領 である こ とか ら可能 になったの で ある。 これ らの事実

は、潜在 的なA(PA)も その現実態 であ るAの 権 限の反 映 と してそ れ らの権利 や権限

を(弱 め られた形 で、 ない しより少数 とい う形 で)持 つ こと、そ して、その こ とに応 じ

たPAの 取 り扱 いが な され るこ とが事実 として成立可 能であ る ことを示 してい る。

さらに、潜 在的 能力 概念 を用 いたア プローチ の説得力 を高め る事実 と して、1992

一82一



潜在的能力から共通の運命へ

年11月 の大統領 選後 か ら1993年1月 の大 統領就任 まで、 ク リン トンは大統 領就任

予定者 として より大統 領 に近 い取 り扱 いを享 受す るこ とにな る。 その中 には大統領 と し

て必要 とされ る基本 的 な情報 や就任準備 のた めの費用 を行 政府 か ら受 け取 る とい う特別

な取 り扱 い もある。 まさに、PAが よ りAに 近づけ ば近づ くほ どそ れに対 す る取 り扱い の

あ り方がAに 類似 した ものに近づ くとい う事 態が存在 す るの であ る。皮 肉な ことに、潜

在 的能力概 念 に基 づ くアプロ ーチ に対 する反 論 で用 い られた例 が 、その意 図 とは逆 の結

論 を強化 す る もの と して用い られるのであ る。

この ように、潜 在 能力概念 を用 いた議論 は、類似1生の度合 い を どの よ うに考 えそ れ ら

にどの ような道徳 的な重み を付与す るのか とい う困難 な問題 を持 ちつ つ も、 とにか くフ ァ

イ ンバ ーグの提 出 した ような単純 な反 論 によ って一蹴 される もの では ないこ とは明 らか

である。実 際、潜 在 的 能力 の実現 とい う人 間の発 達、 したが って 、人 間の生 の時 間性 と

その事実の道 徳的意 味へ の着 目は、人間の生 の現 実のあ り方 に根 ざ した もので あ り、わ

れわれの多 くが共有 している道徳 的直観 に合 致 している。そ の意 味で、潜在 能力概念 に

基づ く立場 は典型的 なパ ー ソン論 的立場 よ りも豊 かな内容 を持 っ た立場 である とい うこ

とが出来 よう。1973年 の ア メ リカ連 邦最 高裁 のローV.ウ エ イ ド判決 もその よ うな共

通 の直観 に合致 して い る形 で、胎児 の発達段 階 を3つ に分 け、時 間の経過 ・発達 の段 階

に応 じて、 それぞれ に異な った道徳 的重み を付 けた判 断を示 したの であ る(6)。

4.潜 在 的能 力概念 を用い た立場 の展開-シ ュオル ツの議 論

シュ オルッは潜在 的 能力概 念 を用 いた立場 の 内容 をよ り明確 な 形で展 開 して いる。彼

は潜在 的能力 を巡 る概 念 を3つ に分 けてい る。 それ らは次の ようであ る。まず第一 に、

パ ー ソン として機能 する基本 的な内在的能力(thebasicinherentcapacity)は 脳 や神 経 システ

ム とい う物理 的基盤 を持 ち、子 ど もの成 長 ・発達 につれ て発 達す る。 この基 本 的な内在

的能力 が直 ち に十分 に発揮 可能 な場合 、そ れ は現在 的 直接 的 な形(presentimmediate

loan)で 存在 す る。他 方、可逆 的な昏睡状態 にある時には、 したが って 、存在 す るが 一時

的な損傷の ゆえ に機 能 しない場合 、潜 在 的1型 能力(latentlcapacity)と 呼ばれ 、発 達途

上 にあ る故 まだ十分 に能力 を発揮 で きない場合 は、潜在 的2型 能力(latent-2capacity)と呼

ばれてい る。 シュ ワル ツは このよ うな分類 の後 、基本 的 な内在 的 能力 を有す る存在 は、

潜在 的1型 能力 で あれ潜在 的2型 能力 で あれ 、パ ー ソン としての 潜在 的能力 を持 ってい
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ると述べ る。 そして、受精卵 もまだ全 く未発達 な状態 である とはいえ 、物理的基盤 を持 っ

てお り、その意味 でパ ーソン としての潜在 的 能力 を持 ってい る と述べ る。 さ らに、 シュ

オル ツはその ような物 理的基盤 の存 在 とそれ を有す る存在 の連続 性 を根 拠 と して、そ れ

らがパ ーソ ンであ る と主張す る。彼 は、存在 の連続性(thecontinuumofbeing)、 本 質的構

造の連続性(thecontiniuumofessentialsnuc鯛 、諸能力の連続性(thecontinuumof

capabilities)とい う3つ の事実 を挙 げ、 自 らの主張 を説 得力 ある もの に しよ うとす る。第

一の もの は時空連続性 であ り成人 の私 とえい児 の私
、そ して母 親 の胎 内の私 はすべ て私

であ り、 同一性 を保持 しつつ成長 ・変化 を遂 げて きたの である。 二番 目は基 盤 的内在 的

能力 を支 える物 理的構 造 は連続性 を保 持 しつ つ 同一の存 在 の内 にあ り続 け、様 々な能力

の発現 を可 能 に して い る。最 後の ものは、パ ーソ ンと して機 能す るた めに必要 な事柄 を

習得 する能力 は既 に受 精卵 の中 に存在 してお り、基本 的 な同一性 を保持 しつつ、そ の存

在の発 達の軌 跡 の中で機 能 し続 け るの である(7)。筆者 はこの ような シュオ ル ッの議論 は

説得力 を持 っている と言 わざる を得 ない、 と考 えている。実際 、'適切 な脳 と神 経 シス テ

ム を形成 す るための基 本的 な遺伝 情報 は胚 の段 階か ら内在 して い るので ある。無論、 そ

の ような遺伝情報 がそ の後の成 長の あ り方 を決定す るわけで はな いこ とは言 うまで もな

い。 その ような遺伝決定論 は非科学 的であ ることは次 第に科学 の常 識 になって いる とい っ

て も過言 では ない 。 しか し、 その ような遺伝 情報 がそ れを持 つ個 人 の基 本的 な内在 的能

力 の発達 を支 え、 同時 に個 人 の同一 性の決 定 に重 大 な役割 を果た している こと もまた異

論 の余地 はない(8)。

パ ー ソン論 の立場 は現在 的直接 的な能力 に のみ、パ ーソンであ るか どうか を決 める際

の指標 と しての役 割 を認 める とい う意味で道 徳 的意 味 を認め 、そ れ を支 えてい る物理 的

基盤 の存 在 、そ して そ れに基 づ く潜在 的な能 力の存在 とそれ に基 づ くあ り方の連続性 が

持 ってい る道徳 的意味 を無視 してい るのであ る。 この ような立 場 におい ては、能力 の実

現の偏 重 とい う明確 な価値判 断が なされてい る。 それは単 に合理 的立場か ら見れば当然

受 け入 れ られ るべ き判 断、 シジ ウィックの表現 を借 りれば、 「宇 宙 の観点か ら」の公平

中立 な判 断で あるので はないのであ る。 この ような一 定の道徳 的 立場 か らの 実質的 な判

断 にシュオル ッは異 を唱 え、筆者 はそ れに賛成す るのであ る。

筆者 の立場か らすれ ば、潜在 的能力の存在 を無視 し、能力 の実 現 にのみ道徳 的意 味 を

認 め る見方 は偏 った人 間観 、狭 い人 間観 に基 づ くもの であ り、 わ れわれの道徳 的判 断の

内容 を貧 困化 す る もの であ る。 それ に対 し、潜在 的能力概念 を用 いた議 論が採 ってい る
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方法、す なわち、 時間 の中 での人 間の成長 ・変化 の軌跡 とその道 徳 的意味の考 慮は 、人

間の生 に関す る様 々 な道徳 的判断に とって極めて有効 な視 点である とい うことが 出来る。

以上の よう に、潜在 的 能力概念 を用いた アプ ローチ はパ ー ソン論 的議論 よ りもよ り人 間

の生 について現実 に近 い理解 に基 づい た もの と して評価 され る ものであ るとい うこ とが

出来 る。 しか し、次 に述べ る ように、 このア プ ローチ もまたパ ー ソ ン論的 アプ ローチ と

同様の 欠点 を抱 えてお り、 その欠点 を乗 り越 えた視点 に立た ない 限 り、如何 に細部 を整

えた と して も、実際 の道徳的思考 の理解 とその充実 に貢献する ことは出来ないので ある。

5.パ-ソ ン概 念の抽 象性 ・貧困 さ

一 代案 と しての 「魂 に対 する態度」 と道徳 的想像 力

パ ー ソン論 もそれ に対す る反論 と して提 出 された潜 在的能力概 念 に基 づ く議論 も共 に

重大 な欠陥 を抱 えて お り、それが それ らの議 論 に対 して多 くの人 々が持 つ明確 な不満 、

どこに問題が あるか を分節化 出来 ないが何か しらその議論 に安 住 出来 ない気 分 を生 ん で

いる。それ らの立場 の 問題 点 はそ れ らの中心 にある人間観、 そ して人 間の生の あ り方 に

関する理解 の抽象 性 、狭 さ、貧困 さに発 してい る。それが具体 的 にどの ような もので あ

るのか を考察 する こ とが この章 の課 題で ある。

まず何 よ りも指 摘 さ れるべ きなのは、 自己意識等 の一定の 理性 的能力 とい う対象 の現

在 的能力 ・機 能に よっ てその対象 の道徳的位 置 を決定す る とい う、パ ー ソン論 の根 本 的

な態 度が批判 されね ば な らな い点 である。す なわち、現在 にお け る能力 の実現 にのみ道

徳的意味 を認 め潜在 的 な能力の存在 の道徳 的意 味 を無視 してい る点、 そ して道 徳的考慮

の主 要 な対象 た りうる 能力 を理性 的能力へ と限定 して いる点 、 と いう2点 にお いてパ ー

ソ ン論 は批 判 され るべ きなの である。前者 につ いて は前章 で触 れ たの で後者 の点 につ い

て言 え ば、理性 的能力 に排 他 的な道徳的重み を付 け るこ とは明確 に一 つの実質 的な道徳

的判断 なの であ り、理性 的客観 的な判断能力 の持 ち主 な ら誰 もが 当然 受 け入 れるべ き合

理的 な判 断な どでは全 くない。以下 に述べ るように、 よ り豊か な(と 筆者には思 われる)

人間観 に立 った道徳 的 判断 を下す こと も可 能 であ り、 ま さにそ れが よっ て立 つ人間観 の

豊か さ故 に、筆者 にはその ほ うが望 ま しい判断 である と思わ れるので ある。

前章 で述 べた ように 、潜在 的能力概 念 を用 いた シュオルッの よ うな立場 は前 者の よう

な欠点 を乗 り越 えてい るが、後者 の欠点 を十分 に免 れてはい ない 。すな わち、道徳 的考
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慮 の対象 になる もの の判 定規準 と して理性 的能力 の有無 に排他 的 な焦 点 を当 てる態 度か

らは解 放 されてい るが 、その ことを可能 にす る議論 が今 ひとつ明確 に展 開 され ていない

感が否 め ないので ある 。シュオ ルッは次の ような言葉でパ ー ソン論の理性 的能力へ の排

他 的な焦点 の当て方 に反論 している。

「わ れわれがあ る人 を愛す る とき、 われわれが愛 してい るのはその人 の全体(血e

totalhumanbeing)で あ り、単 に、理1生やパー ソ ンとして機i能する ことを可 能 にす る

能力で はないの で ある。われ われは身振 りや、表 情、声 の調 子、 目の動 き等 、多 く

の仕方 で表現 され るその人の存在 のあ り方 を愛す るのであ る。 これ らは、 もちろん、

あ る点 で、身体 が示す特徴 である。 この事実 は これ らのもの をシ ンガーや トゥー リー

等 が退 けた意味 で の単 なる生物 学的 な特 徴 にするわ けではな い。 それ らはその人 間

的パ ーソ ン全体 の様 々 な次元 なので ある。」(9)

シュオル ツはパ ーソ ン論 的立場 の道徳的 内容 の貧困 さを指摘 し、そ れ に代 わる方向 を

示唆 してい るが、その 方 向 を明確 にかつ ダイ ナ ミックに展 開す る ことは してい ない。 ま

た、彼 の代案 の道徳 的内容の豊か さを十分 明 らかに展開 で きな いでいる。その点 で、 シュ

オルッの ような潜在 能力概念 を用 いた立場 に も不満 を持た ざる を得 ない し、そ の ような

立場 は説得力 に欠 ける と言わ ざるを得 ないのであ る。

それ に対 し、 ダイア モ ン ドは想像力 と人 間の共通 の運命 に対 す る共感 をキ ーワー ドに

してパ ー ソン論 的立場 に代 わ る道徳 的思考の 目指 す方向 をよ り明確 か つ説得力 ある仕 方

で展 開 して いる、 と筆 者 は考 えている。パ ー ソ ン論 的議論 では想 像力 の欠如 した、その

意味 で極め て乾 いた道 徳 的感 性が 「理性 的合 理 的」 な思考の衣 を ま とって、 自 らの優越

性 を誇 って いる ように見 える、 しか し、その ような乾 いた、括 弧 を付 けざる を得 ない合

理1生・理性 的思考 は実 は想像力 の欠如 、ない し意 図的な切 り捨 て に よる貧 困化 した道徳

的思考 とそ れに基 づ く判 断を生み 出 してい るの ではないのか 、 とい うのが ダイ アモ ン ド

の批判 の核 である。彼女 の立場 は次 の ような ものであ る。

ダイァモ ン ドの立場 の基盤 をなす もの は、 人 間が他 の人 間に対 す ると き否応 な しに一

定 の態 度 をとる事実 の意 味の深刻 な理解で あ る。それ はウィ トゲ ンシュ タイ ンが魂 に対

す る態 度 と呼 んだ態度 であ り、 ス トロー ソンはそれ を参加反 応的態度(participantreactive

attitude)と呼 んだpo)。それは相手が意図 や意志や感情 を持 ち、喜 んだ り悲 しんだ り等々 の、

まさにわれ われが通常 「人 間的」 とい う言葉 で表現 する様々 な反応 を見せ る存 在 である

ことを前提 と したかの ような態度 である。そ してその ような態度 は ウィ トゲ ンシュタイ

一86一



潜在的能力から共通の運命へ

ンが 述べ る ように、 わ れわれがそ の ような信 念 を持って いる故 に見せ る態度 で はないの

である。わ れわれ はそ の ように振 る舞 うい わ ば原 始的 な傾 向を持 つ存 在 なので あ り、そ

の ような傾 向が まず存 在 する ことに よって 、上記 の ような信念 や その 内容 を形づ くっ て

いる人 間についての概 念 が成立 しわれわれ人 間の生活 の 中で役 割 を果 た しうるのであ る

(IU
。 まず 自 らの振 る舞 い のあ り方 につい ての概 念 的理解 か ら出発 して 自分 の あ り方 か ら

のアナ ロジー に基づ く推論 によって他者 を人 間 として認知 し、そ れ に応 じた態度 を とる

のでは ないのであ る。 この ようなまず無意識 の うち に採 られる態 度の存在 につ いて ウィ

ンチが しば しば引用 す るシモ ーヌ ・ヴェイユ の言葉が ある。

「人 間は、ただそ の 場 にい るこ とだけ に よって、われ われの身 体が なそ うとする身体

運動の各 々 を停止 させ た り、弱 めた り、あ るいは修正 した りす る、彼等 に固有 に属

す る力 を持っ てい る。わ れわれの前 を横 切 る人 を避 けるため にわ れわれが歩 く方向

を変 える仕方 は、道路標識 に したがって歩 く方向 を変 える仕方 とは異なるの である。

部屋 に一人でいる と きと訪問者が いる ときとでは、立 ち上が った り、歩 き回 った り、

あ るいは座 った りする仕方 は同 じで はないので ある。」(12)

これはわれ われ人 間が 明確 な 自覚 のない まま に、 しか し明確 な形 で見せ る、他人 に対す

る特徴 的 な態 度、 身の こな しの存在 を的確 に指摘 した もの であ り、 ウィ トゲ ンシュ タイ

ンが哲学者 にすす めた、事態 をよ く見 る ことを実践 した ものであ る とい うこ とが 出来 る。

また、それ は、ヴ ェイユ 自身が事物 の真 のあ り方 を明 らか にする もの と してい る、純粋

な 「注意」 を人間の あ り方 に注 いだ結 果で ある とい うこ とも出来 よう(13)。

ウ ィ トゲ ン シュ タイ ン、 ウィンチ 、ヴェ イユ 、そ して アイ リス ・・マ ー ドックな どの洞

察 を真 摯 に受 け とめ 、 ダイアモ ン ドは、上記 の よ うな生得的 な態 度 に基づ きつつ人 間が

生 の軌 跡の 中で出会 う様 々な事象 の道徳 的意 味の網 の 目を紡 ぐ形 で人 間の生 一般 に関す

る豊 かな概 念 を作 り上 げて きてい る厳然 た る事実 、の深刻 な理解 に基 づ く道徳的思考 の

豊かな可能性 を示唆す るので ある。人 間の生に関す るわれわれの理解 は数限 りない物語 、

神話 、哲学的教 説、 こ とわざ、箴言等 々が示 す ような多様で複雑 な理解 に支 え られてい

る、 とい う事実 を踏 ま えてこそ真 に豊 かな道 徳的思考 が可能 にな る、 とい うのが ダイァ

モ ン ドの基本 的立場 で ある。そ ういった多様 で複雑 な理解の 中に は互い に矛 盾 している

ような内容 も多 く見 ら れるであろ うが 、それ を単純 に論理的 に矛 盾 した もので あ りどち

らかが捨 て去 られるべ き ものであ る とす るの で はな く、人間の生 のあ り方 の複 雑 さを示

す もの として 、それ らの 中に よ りニ ュア ンス に満 ちた人間の生 の理解 の道 を探 る方が よ
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り生産 的な態度 である と思 われる。

ダイ アモ ン ドはその ような人 間理解の重 要 な要素 を示 す もの と して、 ジ ョゼ フ ・コン

ラ ッ ドの 「ナル シ ッサ ス号 の ニガー』へ の序 文の一節 を代表 的 な もの と して紹介 して い

る。そ れに よると、作 家が生 み出そ うとす る感 情 は 「人 間 をお互 い と、そ して人類 すべ

て をわ れわれが 目で見 る ことが出来 るこの世界 へ と結 びつけ る、避 ける ことが出来 ない

連帯 に関す る感情、 す なわ ち、神 秘的 な起源 、労苦、喜び 、希 望 、不確 か な運命 を共 に

する ことに基 づ く連帯 の感情thatfeelingofunavoidablesolidarity;ofthesolidarityin

mysteriousorigin,intoil,injoy,inhope,inuncertainfate,whichbindsmentoeachotherand

allman】andtothevisibleworld」 なのであ る(14)。ダイァモ ン ドは他 に もデ ィケ ンズやナ

サニエ ル ・ホー ソンや ジ ャック ・ロ ン ドン等 の作 品か らの引 用 を用 いて 自らの議論 の 内

容 を よ り具体 的 にまた ヴ ィヴィ ッ ドに伝 えて いる(15)。しか し、そ の基 本的 な内容は この

コ ンラ ッ ドの言葉の 中 に明確 に示 されて いる。

そ こに見 られ る もの は、様 々な可 能性 を持 ちなが ら限 られた時 間の中で様 々な軌 跡 を

描 く人 間の生 のあ り方 とその ような生 を共有 してい るすべ ての人 間に対 す る連帯 の感情

である。そ こには人 間 の生の神秘 に対す る謙 遜 な想いが示 され て いる。 この・ような神秘

へ の畏怖の念 を悪 しき神秘 主義、 ドグマチ ックな宗教 へ の誘惑 を示す罠 であ る と忌 避す

るこ とは、35億 年 の生命 の歴史 の中で生 ま れ意 識能力 とい う稀 で不可 思議 な能力 を所

有す る極め て複雑 な身体 を持つ生命 体で ある人 間 とい う動物 の、 実際 に不可思議 なあ り

方か ら目を逸 らせ るこ とであ り、 出来 うる限 り実在 の多様 で複 雑 なあ り方 をそ の実 際の

あり方の即 して理解す る とい う、正 しい意 味で理性 的 な探究の態度 に反する態度 で ある。

とにか く、少 な くと も、現在 の人 間の身体能 力そ して理解能力 の 時 間的空間的制 限を考

慮す れば、人 間に とっ ては途方 もない規 模の マ クロ ・レベ ル とミ クロ ・レベル で生 じる

複雑 な過程の 中の、人 類の そ して また各 個人 の複雑多様 な物語 に 畏怖の念 を禁 じ得 ない

の もま ことに当然 とい わざる を得 ないので ある。

ダイァモ ン ドは 「倫 理 はわれわ れ人間存在 につ いて意味の ある何 事か を示 す もの とし

てわ れわれ を打つ すべ ての事物 か ら生 じるの であ る」 と述べ ている(16)。我 々の道徳 は上

で述べ た無 意識 の態度 ・反応 を基本 的な材 料 と し、人間の生 の軌 跡の 中に現 れ る多 くの

事物へ の十分 な注意 に よるそれ らの 道徳 的意 味の理解 と想像力 に よる展 開 ・深化 を経 て

形成 されるべ きもの な のであ る。 したがっ て、 「多様 な事物 の意 味 … 一般的 に、い

か なる幸 運 も傷 つ きや すい事 実 と、個別 には、わ れわれの身体 の脆 さ等」(17)がわれ れの
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人間の振 るまい、そ してわれわれ の倫 理の内 容 を規 定 してお り、 その よ うな事実の意 味

を踏 まえた もので はな い道徳的思考 や判断 は極め て不 十分 な もの であ る と言 わ ざるを得

ないのであ る。実際、 他人 が一般 的な意 味で 人 間的な反応 を示 す ことを理解 して いるだ

けでは十分 に道徳的態 度 とは言 えない。その ような理 解 を持 った 人問が極 めて残酷 であ

り得 るので ある。た と えば、奴隷 を身体 的か つ心理 的 に苦 しめる奴 隷所有者 は奴隷 を石

ころの ような物 理的対 象 としての み扱 ってい るの ではない。 しか し、そ の ような人 間の

生 には、脆 さ と同時 に積極 的 な可 能性 を担 う存 在 に対 す る共感 、 豊か な想像力 と注意 に

よって生気 を与 え られ る共 感 によって裏打 ち された道徳的判 断の確 か な基盤 が欠 けてい

るのであ る。

ひるがえ って考 えれば、 パ ーソ ン論 や上記 の潜 在的能力概念 を用 いた立場 は、その よ

うな広 く深 く人間の生 の あ り方 に想 いを致す ことか ら生 まれ る よ り実際 の人聞の生 のあ

り方 に即 した立場 と異 な り、極めて狭い人 間観、人 間の生の理 解 に基づ いた ものであ り、

その こ とがそ れ らの立 場 に対 する分節化 出来 ないが 明瞭 に感 じられる不満 、何 かが欠 け

ている とい う明瞭な不満 を生みだ しているので ある。

以上 の ように、想像 力 に よる、生 まれつ き備 わ っている魂 に対 す る態度 の質 と量 にお

ける深化 ・拡大 、それ によって生 まれる道徳 的感性 の分析 ・理解 、そ してそれの よ り一

層の深化 ・拡大 を不 可 欠の要素 と して持 つ思考 の展 開こそが道徳 的思考の 目指 すべ き方

向 なのであ る。 この よ うな思考 に裏打 ち され て こそ、 われわれ の道徳 的判 断は より納得

で きる もの とな り、わ れわ れの生 を豊か にす る ことが 出来るの で ある。生命 の価 値の 問

題 に直 面せ ざるを得 な い生命倫 理 にお いては なお さらこの方向 で の一層 の努力 がな され

るべ きなのであ る。

6.中 絶 問題へ の含 意一-つ の例 と して

最後 に、 この よ うな 立場か らどの ような具 体 的な道徳 的立場が 生み 出 され るのか を示

す例 と して障害 を持 つ胎児 の 中絶 の問題 を考 えてみる。 その よう な立場 か らまず 強調 さ

れるべ きこ とは、障害 を持つ胎児 も人間で あ り、障害 を持 つ生が その人 間の生 である事

実であ る。 この事態 に おいて は、ある能力が 不可 逆的 な形 で失わ れ ているが、 その生が

具 体的 にどの ような実 質的 な内容 を持った生 の軌 跡 を描 くのかは 極め て不確 か な場合 が

多 い。 とにか く、そ の ような存在 に対 して は まず 、人間 としての 連帯感 に基 づ く対 応が
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要請 される。そ して、 次 に、 われわれ は どの ような社 会 を作 り住 むこ とを望 むのか、 と

い う問 いに答 えね ばな らない 。 もし、障害 を持 った人 々 もそ うで ない人々 も、同様 に複

雑精 妙 なメカニズ ムか ら成 り立 ってい る人 間 の身体 を持 ちその 身体 の脆 さを共 有 して い

る、 という共通の運命 を担 っている存 在 であ る事実の道徳 的意味 にわれわ れが想 い を致

した と しよう。 さ らに、わ れわれが、障害者 であれ健:常者 であ れ、 出来 うる限 りその生

命が持 ってい る様 々な 潜在的 能力 を調和 的に発 達 させ実現 し充実 した生の軌跡 を描 くこ

とが 出来 る ような社 会 に住 むこ とを望 む とし よう。 もし上記の 問 いに、 この ような答 え

を出す な らば、決 断 を迫 られている当 の女性 やそのパ ー トナ ーに対 す る情報 の提供 を初

め とす る様 々 な社会 的 な支援 が与 え られる制度 が設 け られる よう 、政治 ・経済 ・社 会 の

構 造改革 を 目指 しつつ 社会 に対 して われわれ が働 きか けてい くこ とが必要 になるで あろ

う。た だ し、 まさに不 確か な運命 の下 で、中 絶 に踏 み切 らざるを得 ない と当事 者が判 断

した場合 にそ れを一律 に法律等 によって無 視 す るこ とは、 中絶 を 一律 に禁止 す るこ とと

同様 、複雑 で傷 つ きや す い人間の生 の現 実か ら目を背 けた、 した がって 、人間の生 に対

す る愛情 に満 ちた注意 を注 ぐことによって得 られる認 識 とは異 な った、 その意味 で人 間

の生 に対 す る尊敬 と連 帯 の感 情 を欠 いた、道 徳的 な判 断 と しては劣 った ものであ る と言

わ ざるを得 ない。

この ように、人間の 生 の複雑 な軌跡 の織 りなす様 々な事象 の道 徳的 な意 味 に対す る注

意深 い理解 とそれ に支 え られた想像力 に よって生 み出 され る人 間 の生 に関する ヴィジ ョ

ンは人 間の生 につい ての抽象 的で狭 隙な理解 か ら生 み出 される道 徳的判 断の欠点 を明 ら

か に し、そ れに代 わ る より豊かで有効 な視点 を提供 しうるの であ る。 ただ、 この よ うな

視点 か らの議論 が多 くの 人が納得 で きる具体 的 な問題 解決の ため の公共 的なル ールを直

ちに提供 で きるか とい うと、大い に疑 問である。 しか し、 リベ ラリズムが推奨 す る公平 ・

中立 ・形式 的なル ールが真 にその機 能を発揮 す るため には、その 実際 の適用 を的確 な も

の とする実質 的な道徳 的判 断能力が不 可欠 であ り、その ような実 質的道徳 的判 断能力 を

育成 しその維持 発展 を支 える ものが 上記の ヴ ィジ ョンなの である 。人 間 とい う動物 がそ

の生命 の可 能性 を十二 分 に発揮 し豊 かな生 を送 り得 るため には、 この ような想像力 に支

え られた道徳 的立場が 社会 の 中に より強固 な根 を張る ことが不 可 欠で ある。そ の方 向で

の努力 を支 える もの と して、 ダイァモ ン ド的 な立場の重要性 を否 定す る ことは出来 ない

のであ る。
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